
8

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　研究テーマは理論物理学のうち、 ○ 量子情報理論 ○ 非平衡量子系 ○ 量子緩和現象 であり、成果は主要業
績欄に記載されている。
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　◆メッセージ

役に立つとは何だろう
　水銀の電気抵抗がゼロとなる不思議な現象は、温度をひたすら下げることに情熱を燃やした研究者の発見で
した。今や、超伝導線材は強力な電磁石を作る上で必要不可欠な素材として製品化され、世界中で使われてい
ます。
　半導体メモリー、CPU チップなど、高度に集積された代表的工業製品として、アメリカや日本の産業を支え
ている半導体の発明は、ゲルマニウムという物質の表面状態の研究という、まことに地味な基礎研究の中から
生まれたのです。
　本学は全学の大学院を全面的に改組しました。これにより、基礎的な研究を背景にした教育を一層充実させ
ることになります。また、同時進行的に新しい教養教育（２１世紀型リベラルアーツ）を展開して、根源的な
思考法を養うための作業に入っています。
　役に立とうが立つまいが、皆さんが自身の興味で学び、思索することを期待しています。私たちにも、多少
のお手伝いはできるでしょう。




